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　発展し変化しつつある日本の農村経済社会にあっ
て，農業協同組合体制はしだいに深化の度を強めてき
ている。それにもかかわらず農協の機能そのものは，
転換期経済を反映して必ずしも統一的な方向をみいだ
してはいない。殊にいわゆる総合農協と称される一般
的な農協にあっては，機能の混乱が目立ってきてい
る。
　たとえば農協は最近奇妙にサービスついてきた。農
家の子弟を集めて学習塾をひらいたり，東京に鉄筋5
階建ての学生寮を建設したりしている。その他さまざ
まのサービスを組合員に提供するようになった。農業
協同組合が組合員の利用率を高めるため，各種のサー
ビスをすること自体問題ではない。しかしそれが，
「損をして得をとれ」といった考え方に基づく限り農
協と組合員は，相対立する二者として利害が必ずしも
一致しなくなってしまう。農協はやがて，「もうかる
ことなら何でもやる」ようになり，観光事業に手を出
すところさえみられるしまつである。農協が農民を事
業の客と考えるのでは，農協の自殺的な行き方といわ
れてもいたしかたがない。
　ところで某県の経済連は，非常にすぐれた指導者を
もつ活発な農協連合会であるが，それが出資してさま
ざまな事業に株式会社をつくっている。これなどはま
だ検討を要する多くの問題をもっているが，農家経済
の向上をめざしているため，十分注目に値する動きと
いわなければなるまい。農協が組合員にサービスした
り，各種事業をしたりするのがいけないのではない。
農民に対立する存在となるとおかしくなるのである。
農協は農民の組織するものである。農民の経済を合理
化し発展させることが農協のねらいである。この簡単
なすじ道が，農協という組織の動きにつれてぼかされ
てゆきがちである。
　ドイツなどでは，たとえばテンサイ糖の近代的工場
が，テンサイ糖栽培面積1ヘクタールに付き1，000マ
ークの株をもって成立している。いうまでもなく農民
資本によるものではあるが，株式会社としてもちろん
資本主義的合理性を追求し，利潤獲得につとめている
のである。しかもまたこれは協同企業なのである。す
なわち上記のように資本関係において農民と結び付い
ているばかりでなく，原料テンサイの受け入れ，それ
とのリンクによる肥料としての粕の安価な供給といっ
た関係で，この工場は，株主である農民の農業経営と
密切に結合しているのである。もちろん利潤ば株主で
ある農民に分配される。
　日本の総合農協には，資本主義経済社会に生ぎなが
ら，なおいまだ資本主義的合理性の追求を悪徳と考え
る思想がある。それであるから，せっかく農協を組織
しながら，大企業に対抗するどころか大企業に奉仕す
る機関に化しているような面もある。こうしてたとえ
ば牛乳のごとく，乳価の決定さえほとんど大企業の意
のままになされ，農民が獲得すべき利潤をさえ奪われ
てしまうことになる。なぜ森永，明治に伍して近代的
な牛乳処理工場を建設し，それをうまく合理的に経営
していくことができないのであろうか。
　さL（農業協同組合の機能は混乱し，このように目標
を失ってきている。しかし農協は，農民の経済を合理
化し発展させるために組織されるものである。しかも
農業は，資本主義経済社会にあって劣勢化する運命を
になっている。他の産業に伍して行くためには，農協
の組織を通じて強い力を発揮していかなければならな
いのである。そしてそのためにこそ農協は，経済合理
性を強く追求しなければならないのである。
　現実に農協のこうした姿勢がはっきり打ち出されな
い，その原因はもちろん一つではなかろう。しかし根
本的には，農協が通常総合的に各種の事業を行なうよ
う組織されている，つまり総合農協として存在してい
ることに基因するのではないか。総合的であるため，
各種の事業がそれぞれの経営を合理的に遂行しにくく
なっている。危険は分散されるであろうが，そのかわ
り事業毎の成績はあがりにくい。しかも悪いことに，
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食糧管理制度に基づく莫大な政府米取扱手数料ならび
に倉敷料収入，および農家の政府米売渡代金の貯金受
入れで農協は経営の安泰を約束されている。他の事業
に消極的となる所以である。
　いずれにしても総合農協などというものは西ヨーロ
ッパに類のないもののようである。日本の農協も，農
業の企業化などのスローガンが掲げられている今日，
農協をなにゆえ組織するのかをもう一度考えなおして
みる必要がある。そうすることによって，西ヨーロッ
パの農協あるいは愛媛県の温泉青果農協のように，事
業別な組織をはじめてもつことができるのではなかろ
うか。そのようにして出てくる農協が専門農協なので
あり，本当の意味で農民の組織する農民のための農協
なのである。
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